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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　平成26年₂月21日（金）から23日（日）までの₃日間、日本獣医師会が主催する平成25年度獣医学術学会年次
大会（千葉）が、千葉県獣医師会の共催と日本獣医学会の企画協力により、千葉市の「幕張メッセ（国際会議場）」
及び「アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張」を会場に開催されました。

　この大会では、獣医学術学会として日本産業動物獣医学会、日本小動物獣医学会、日本獣医公衆衛生学会
の三学会が開催され、全国₉ブロックで地区学会長賞を受賞した演題の講演をはじめ、優れた研究や最新の
情報を題材にした特別講演やシンポジウム、市民公開講座などが企画され、全国から会員等1，８００名が参加
しました。

₁　地区学会長賞受賞講演

　大会初日の21日（金）は、午後₁時から₆時まで地区学会長賞を受賞した研究演題が発表されました。
　今回は、本県会員からの講演はありませんでしたが、関東・東京合同地区としては₆題が発表されました。
各学会での発表演題数などは次のとおりです。
　⑴　日本産業動物獣医学会（学会長　中尾敏彦 元山口大学農学部教授）
　　　発表演題数　23題（うち関東・東京合同地区　₂題）
　⑵　日本小動物獣医学会（学会長　佐藤れえ子 岩手大学農学部教授）
　　　発表演題数　23題（同　₂題）
　⑶　日本獣医公衆衛生学会（学会長　石黒直隆 岐阜大学応用生物科学部教授）
　　　発表演題数　16題（同　₂題）

会場となった「幕張メッセ」

平成２５年度日本獣医師会獣医学術学会
年次大会（千葉）開催される
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₂　日本獣医師会獣医学術賞の発表と授与

　大会₂日目の22日（土）午後₁時15分からは、平成25年度日
本獣医師会獣医学術賞の発表と賞状の授与が行われました。
　授与式は日本獣医師会 古賀俊伸事務局長の司会により進行
され、藏内勇夫会長の挨拶の後、獣医学術功績者選考委員会委
員長の酒井健夫学術担当理事から獣医学術賞の受賞者が発表さ
れました。
　獣医学術賞は、三学会ごとに地区学会長賞受賞講演の中か
ら選ばれる獣医学術学会賞のほか、獣医学術奨励賞と獣医学術功労賞の₃つの賞が選考されます。受賞者は
次のとおりで、受賞者には賞状が授与されるとともに、協賛会社からは副賞として2０万円が贈られました。
　⑴　産業動物部門
　　・学術学会賞　 「黒毛和種子牛における離乳時の母子分離と牛房移動が発育及びストレスに及ぼす影響」

吉田恵実（兵庫県）
　　・学術奨励賞　 「兵庫県中部におけるアカバネウイルスによる子牛の非化膿性脳脊髄炎と先天性奇形を

伴う異常産の発生」　富田啓介（兵庫県）
　　・ 学術功労賞　「産業動物の獣医繁殖学に関する研究と普及」　澤向 豊（酪農学園大学・元教授）
　⑵　小動物部門
　　・学術学会賞　 「波状の洞毛を持つネコの白血病陽性率に関する検討」　森下正隆（にいはま動物病院・

愛媛県）
　　・学術奨励賞　 「犬猫の各種感染症における原因菌とアンチバイオグラム」　嶋田恵理子（みやもと動物

病院・山口県）
　　・ 学術功労賞　「犬猫の脊椎・脊髄疾患の診断・治療」　中山正成（日本小動物獣医学会・元副学会長）
　⑶　公衆衛生部門
　　・学術学会賞　 「蛍光 RT-Multiplex PCR 法による食中毒等集団感染事例からの下痢症ウイルスの検出」

東久保靖（広島県）
　　・学術奨励賞　 「山口県内のペットショップで販売されている爬虫類のサルモネラ保有状況及び薬剤感

受性」　亀山光博（山口県）
　　・学術功労賞　 「食の安全と感染症制御に関するリスクコミュニケーション活動とその啓蒙」　岡本嘉六

（鹿児島大学・名誉教授）

₃　特別講演、企画シンポジウム及び市民公開講座

　大会期間中、地区学会長賞受賞講演のほかにも多くの研究発表や
シンポジウム、教育講演、市民公開講座が開催されました。
　本会会員の先生方が関係した発表等を紹介します。

　21日（金）午後からは、シンポジウム「小動物臨床における抗菌薬
の使用法」で、兼島孝先生（西支部）が「今後問題となる人獣共通感染
症での抗菌薬～ガイドライン作成への道筋～」について発表しました。
　また、シンポジウム・教育講演「多臓器不全」では、小林哲也先生

（団体支部）が「肺血症、播種性血管内凝固症候群、そして多臓器不
全」について講演しました。

授賞式で挨拶する藏内勇夫日本獣医師会会長

日本小動物獣医学会のシンポジウムで講
演する兼島孝先生（西支部）
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　22日（土）午前中に開催された「日本獣医公衆衛生学会 一般口演・研
究報告」では、斉藤守弘先生（衛生支部）が、「Sarcocystis fayeri 病原性
タンパク質の遺伝子及びアミノ酸配列、及び組替えタンパク質の作成
とその性状」について講演し、病原性15kDa タンパク質を遺伝子解析
した上で作成した組替えタンパク質で病原性を再現したことを報告し
ました。

　23日（日）₉時からは、日本
獣医師会主催の市民公開シン
ポジウム「食の安全を守る獣医

師－管理獣医師を知っていますか？」が開催され、農場管理獣医師協
会の大橋邦啓先生（北支部）が肉牛の生産にかかわる管理獣医師の役
割について講演し、同協会が取り組む牛肉の個体認証事業の仕組み
や管理獣医師としての取組について解説しました。
　さらに、三好志朗先生（北支部）からは「バルク乳モニタリングからの乳房炎コントロール」と題して、乳房
炎の発見と治療方針を中心に酪農における管理獣医師の役割についての講演がありました。

　また、鴻巣泰先生（農林支部）は、23日（日）午前中に開催された「日本産業動物獣医学会 研究報告」の座長
を務めました。

　そのほか、台湾での狂犬病の発生を受け21日（金）の₉
時からは、「台湾で発生した狂犬病からわが国の対策を
考える」と題して日本獣医師会と三学会の合同による市
民公開シンポジウムが開催されました。
　このシンポジウムでは、台湾での発生に当たり行政当
局が実施した対応や台湾国内での現状と課題などにつ
いて、₅人の講師から発表がありました。特に、2００6年
に海外で狂犬病に感染し日本国内で発症した患者の診
断・治療に当たった医師からの報告もあり、参加者の関心は高く最後まで熱心に聴講しておりました。

₄　歓迎交流会

　歓迎交流会は、22日（土）の午後₆時からアパホテル＆リゾート東京ベイ幕張において千葉県獣医師会が主
催して開催されました。

サルコシスティスの病原性タンパク質
について報告する斉藤守弘先生（衛生
支部）

牛肉飼育における管理獣医師の役割に
ついて講演する大橋邦啓先生（北支部）

講演する三好志朗先生（北支部） 乳房炎コントロールについて説明

狂犬病の市民公開シンポジウムが開催された会場
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　主催者を代表し山根晃千葉県獣医師会会長から「この大会が日本獣医師会や千葉県の支援により無事に開
催することができて安堵している。皆様にはこの大会を通じて研鑽と交流を深めて頂きたい。」との挨拶があ
りました。

　続いて、学会並びに年次大会の主催者を代表して藏内勇夫日本獣医師会会長が挨拶したあと、来賓の森田
健作千葉県知事からは「獣医師の皆様には獣医療を通じ我が国のために尽力いただいているが、鳥インフル
エンザや動物愛護などの課題解決のためには、今後とも皆様の力が必要。千葉県での大会開催を心から歓迎
します。」との祝辞がありました。
　さらに、熊谷俊人千葉市長、森 英介衆議院議員、小森 貴日本医師会常任理事が祝辞を述べた後、酒井健
夫日本獣医師会学術担当理事の乾杯により懇親に入りました。

左から　酒井健夫日本獣医師会理事、三宅忠篤岡山県獣医師会会長、小暮一雄埼玉県獣医師会副会長、荻窪恭明農林水
産省畜水産安全管理課課長補佐、藏内勇夫日本獣医師会会長、森 英介衆議院議員、髙橋三男埼玉県獣医師会会長、鳥海 
弘神奈川県獣医師会会長、中村 滋埼玉県獣医師会副会長、猪口邦子参議院議員、山根晃千葉県獣医師会会長

山根晃千葉県獣医師会会長の歓迎挨拶 森田健作千葉県知事の祝辞
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　歓迎交流会には、全国の獣医師会会員を始め、各学会
の運営委員や行政機関など、関係の方々も含めて７８０名
余が参加し、和やかな雰囲気のなかで交流を深めており
ました。

　終演にあたり、次期開催担当の岡山県獣医師会の皆様
が壇上に上がり、代表して三宅忠篤会長が平成26年度岡
山大会への参加を心からお待ちしていると挨拶した後、
千葉県獣医師会 市川陽一朗副会長の「閉会のことば」を
もって、午後₈時に交流会はお開きとなりました。

　なお、今後の年次大会の開催日程は、次のとおりです。引き続き会員の先生方の特段の御協力をお願いし
ます。
　　平成26年度　開催地　　岡山県（岡山コンベンションセンター、ホテルグランヴィア岡山）　

　　　　　　　　期　日　　平成27年₂月13日（金）～15日（日）

　　平成27年度　開催地　　秋田県（秋田キャッスルホテル、アトリオン、秋田ビューホテル）

　　（予定）　　　期　日　　平成28年₂月26日（金）～28日（日）　

来年度の開催を担当する岡山県獣医師会の皆様

広告
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平成２6年度　集合狂犬病予防注射関係資材売買契約会
　平成26年₂月26日（水）午後₂時から、埼玉県獣医師会事務局において次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　 　消費税率引き上げの中で、集合狂犬病予防注射料金については、諸情勢を勘案し、経費の圧縮に努める

ことで据え置くこととした。
　 　集合注射は社会に貢献する重要な公益事業であり、皆様と連携し予防接種が円滑に実施できるよう努め

ていきたい。

₂　協議事項
　⑴　平成26年度集合狂犬病予防注射関係資材売買契約について
　　 　各社から提出された狂犬病ワクチン及び注射用資材等についての見積価格を比較検討し、資材ごとに

見積の最低価格を契約単価として各社と売買契約を締結することとなった。
　⑵　その他
　　 　集合狂犬病予防注射実施班ごとへの資材納入に当たっては、各社が班長と十分に連絡を取り、資材が

円滑に納入されるよう要請した。

第4回　狂犬病予防委員会
　平成26年₃月12日（水）午後₁時3０分から、さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」において次の事項を協議し
た。
₁　会長挨拶
　 　日本獣医師会が特別委員会を設置して重点的に取組む₃課題のうち「狂犬病予防体制整備」と「日本医師

会との連携」の委員として両副会長に就任いただいたが、今後の方策の検討に期待したい。
　 　本日は新年度に向けて集合狂犬病予防注射事業の実施計画を検討いただくので、円滑な実施に向けて慎

重な審議をお願いする。

₂　協議事項
　⑴　平成26年度集合狂犬病予防注射の実施について
　　 　平成26年度における実施予定者、ワクチン等の関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類

等について協議し決定した。
　　 　また、事故が発生した場合には班長、委員、支部長等と連携の上、迅速・適確な対応を図るよう徹底

した。
　⑵　集合狂犬病予防注射実施に係る市町村との契約締結状況について
　　 　公益社団法人への移行等を踏まえた市町村との契約事務手続きについては円滑に進んでおり、引き続

き従来同様、契約に基づく集合注射を実施していくことが報告された。
　⑶　その他
　　 　予防接種の着実な推進を図るため、埼玉県に加え、新たに市長会、町村会との連名による啓発記事を

新聞紙上に掲載することが報告された。

会 務 報 告
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第₂回　班長会議
　第₄回狂犬病予防委員会に引き続き、平成26年₃月12日（水）午後₃時００分から、さいたま市「大宮ラフォー
レ清水園」において次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　 　予防注射を安価な料金で実施する病院やグループが存在し、市民は現行料金が高いと感じている中で、

注射料金の値上げは適切ではないと考え、会員のご理解、ご協力のもと、注射料金の据え置きを決定した。
　 　多くの方に獣医師会に入会してもらい、会員が相互に連携し力を発揮することで地域社会に貢献する獣

医師会を目指していきたい。

₂　協議事項
　⑴　平成26年度集合狂犬病予防注射の実施について
　　 　平成26年度の実施予定者、ワクチン等関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類等につい

て説明し、円滑な実施を徹底した。
　　 　また、事故が発生した場合には、関係者との連携や事故報告の提出などについて、迅速・適確な対応

を要請した。
　⑵　集合狂犬病予防注射実施に係る市町村との契約締結状況について
　　 　班長等の協力により進めてきた市町村との契約事務手続きについては円滑に進んでおり、引き続き従

来同様、契約に基づく集合注射を実施していくことが報告された。
　⑶　その他　　　
　　　予防接種の着実な推進を図るための啓発記事の新聞掲載について報告された。

新聞紙上で集合狂犬病予防注射の実施を啓発
　₄月からの集合狂犬病予防注射の実施を控え、新聞紙上に県民向けの啓発記事を掲載しました。

 掲載日　₃月22日（土）朝日新聞（朝刊）、読売新聞（朝刊）、埼玉新聞
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第₄回　総務委員会
　平成26年₃月19日（水）午後₂時3０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を協
議した。
₁　会長挨拶
　 　公益社団法人移行記念新春懇談会は多くの方々に出席いただいた。委員には、運営にあたり特段の御尽

力をいただき感謝する。
　 　社会から頼られる組織となるため、これまで培ってきた業績を受け継ぎつつ、公益法人としての誇りを

持って会務運営に当たってもらいたい。会員が減少するなか、効率的な経営に一層努めるとともに入会者
を増やす努力も必要となる。

₂　協議事項
　⑴　平成25年度事業収支決算見込みについて
　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　⑵　平成26年度事業計画並びに収支予算（案）について
　　　新年度予算における事業計画や事業内容などについて協議した。
　⑶　集合狂犬病予防注射実施に係る市町村との契約締結状況について
　　 　公益社団法人への移行等を踏まえた市町村との契約事務手続きについては、円滑に進んでおり、引き

続き従来同様、契約に基づく集合注射を実施していくことが報告された。
　⑷　「公益社団法人埼玉県獣医師会会員証」の作成について
　　 　公益法人への移行を踏まえ、全ての開業会員について掲示用の会員証を改めて作成し、配布すること

が報告された。
　⑸　その他
　　　第66回定時総会を、₆月11日（水）に開催する予定であることが報告された。

広告
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ひ　ろ　ば

埼玉県獣医師会に入会して
東支部　山下　博史

（アシュア動物病院）

　一昨年の春より埼玉県獣医師会に入会させていただきました山下
博史（やましたひろふみ）と申します。2002年に日本大学を卒業後、
横浜市にて約₄年、福岡県にて約₆年勤務後、平成24年₁月に春日
部市にて開業いたしました。
　私は生まれて高校時代までは九州で育ち、大学で初めて関東に出
てきました。その後一度地元に戻りましたが、開業はどうしても関
東でという強い気持ちがあり妻を説得の上（妻も九州人）、関東に
戻ってくることになりました。
　しかし埼玉はおろか、関東に私たち夫婦には親戚を含めほとんど
知人はいません。本当に何もかもが「ゼロ」からのスタートでした。

その為まずは人との繋がりを作ることが最重要課題と感じていましたので、私にとって埼玉県獣医師会に入
会するということは悲願といっても過言ではありませんでした。
　そのような私に対して、髙橋会長をはじめ多くの会員の先生方から温かいお言葉とともに埼玉県獣医師会
へ迎えていただき本当に感謝しております。特に開業にあたり髙橋会長にご挨拶に伺った時に『仕事上で困っ
たことや心配なことがあったら遠慮なく相談に来なさい』とおっしゃっていただきました。この言葉は当時
周辺に知り合いの先生がいなかった私には本当に力強い激励の言葉となりました。
　さらに私が所属している春日部班の先生方には開業後の業務にあたって、検査機器や手術器具がなくて
困っているときに助けていただくことが多々あり本当に感謝しております。　
　開業後₂年が経過し、ようやく最低限の機械や備品もそろってきましたが、これも春日部班の先生方をは
じめ多くの先生方のご尽力があってのことと思っております。
　また体育会系を自負しておきながら、元来の怠け者である私にとってソフトボールの朝練は体力作りにつ
いてはもちろんのこと、多くの先生方との交流の場となり、さらに苦手な早起きの練習にもなっております

（笑）。今後も東支部の優勝を目標に是非参加させていただきたいと思っています。
　このような私ですが、埼玉県獣医師会の会員の一人として獣医師会の活動はもちろんのこと、地域社会に
貢献できますように微力ながら頑張っていきたいと思います。ご迷惑をおかけすることも多いかと思います
が、今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

新入会員の抱負

日光への旅行にて子供たちと

東支部研修旅行開催報告
東支部長　八木　賢裕

　₃月₂日（日）から₃日（月）にかけて、東
支部研修旅行「鬼怒川あさや八番館」が開催
されました。
　今年も髙橋三男会長に出席をいただき、
大変盛り上がった研修でした。東支部の傾
向として、新入会員を含めた若い世代の支
部員が出席しているのが特徴です。気持ち
の良い支部員が3０名集まり、仕事のことな
どを先輩たちが若い世代にいろいろアドバ
イスをしているのを所々で耳にしました。
本当に仲の良い東支部だと改めて感じた₂
日間でした。
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第125回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ結果報告

埼玉県獣医師会ゴルフ同好会　会長・幹事　斎藤　和也
　幹事　新井　宣明

　去る₃月₆日（木）、鴻巣市の鴻巣カントリークラブにおいて総勢3０名の同好会選手が集い、熱い戦いが繰
りひろげられました。
　前日は一日冷たい雨、当日は晴れたものの強風が吹く中でのプレーとなりました。雨よりはいいか。そし
てここのところずっと好調を維持していました岡田憲次さんが、しっかりと優勝しました。

選手名 グロス ネット
優　勝 岡田憲次さん（西支部） 84 71
準優勝 桑島盛代さん（東支部） 113 72
₃　位 小堺正人さん（さいたま市支部） 81 73

　ベストグロスは、₃位の小堺正人さんでした。
　長倉貴彦さんが、1０番ホール・Par ₅にて見事イーグルを取られました。表彰式では素敵な自慢話を聞か
せていただきました。今回は新たに、さいたま市支部　道野徹子さんがお仲間に加わりました。
　なお、次回の幹事は岡田憲次さんと小堺正人さんにお願いします。開催日は、₇月1０日（木）で場所は狭山
ゴルフクラブの予定です。皆様の参加をお待ち申し上げます。

スタート前のひととき

左から₃位 小堺正人・優勝 岡田憲次・₂位 桑島盛代
の各先生

懇親会風景
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飼い主に5400万円賠償命令
犬に襲われ転倒　女性死亡
甲府地裁判決「劣化のひも放置」

　つながれたひもが切れた犬に襲われ、転倒して

死亡した山梨県北杜市の女性（当時56歳）の遺族

が、犬の飼い主の男性（71）に約7700万円の損害

賠償を求めた訴訟の判決で、甲府地裁（佐久間政

和裁判官）は₆日、ひもの劣化を知りながら放置

したなどと飼い主の管理責任を認め、5433万円の

支払いを命じた。

　女性は2011年₈月28日夕、同市内の市道を散歩

中、男性の家から逃げ出した中型犬に襲われ、転

倒して頭を強く打ち、１カ月後に死亡した。佐久

間裁判官は、飼い主の男性が鎖ではなく散歩用の

ひも（リード）で犬をつないだ上、ひもの劣化を

認識していたと指摘。犬は10年夏にも逃げ出して

この女性にかみついたことがあり「犬が強く引っ

張る可能性を認識できた。注意して管理したとは

言えない」と述べた。

　遺族側の尾林芳匡弁護士は「飼い主の責任を明

確にし、犬の管理のあり方に警鐘を鳴らす判決

だ」と話した。

　男性は昨年₄月、過失致死罪で甲府簡裁から罰

金50万円の略式命令を受けている。女性の夫（62）

は「命が奪われたのに罰金刑だけでは納得できな

かった」と訴えた。 【藤河匠】

 毎日新聞　₃月₇日

ペット死ぬまで面倒見て

　ペットなど動物の保護や管理などを定めた動物

愛護管理法が昨年₉月に改正され、飼い主の責任

は以前より重くなったほか、自治体がペットの引

き取りを拒否できるようになった。しかし、犬、

猫合わせて年間約17万匹が殺処分されている。飼

い主はペットが死ぬまで面倒を見る固い決意が必

要だ。

●しつぽ垂れたまま

　飼い主から見放された犬や猫はどのような状態

で飼育されているのか。千葉県の船橋市動物愛護

指導センターを訪ねた。₇匹の犬が屋外広場にい

た。ちょうど餌の時間帯。白い雑種の雌１匹（生

後約１年）が手渡しで餌をもらっていた。

　「この犬は虐待されていたのか、いつもおびえ、

手に餌を乗せて与えないと食べないんです」（飼

育担当者）。通常、犬は餌をもらうと喜んでしっ

ぽを振るが、この犬はしっぽを垂れたまま。先月

下旬、迷い犬として警察に保護され、連れて来ら

れた。同センターはこのまま飼い続け、新たな飼

い主を探す。

　センター内には洗浄室や手術室も備えられ、飼

育環境は良好だ。しかし、病気になったり、しつ

けが困難だったりする場合はやむを得ず殺処分の

対象になる。2012年度は犬₈匹、猫306匹を殺処

分した。犬は以前に比べ、かなり減ったが、猫は

毎年200匹前後だ。その多くは生まれたばかりの

子猫だ。まだ目の開かないたくさんの子猫に毎日

ミルクを与えるのは難しく、やむなく麻酔注射で

殺処分するという。獣医師の小林潤技師は「赤ちゃ

んの猫を致死処分するのは本当に忍びない。飼う

人は最後まで責任をもって飼ってほしい」と訴え

る。

●犬、猫17万匹殺処分

　環境省によると、11年度に、全国で殺処分され

た犬は約４万3600匹、猫は約13万1000匹。過去10

年間で犬は約５分の１に減ったが、猫は半分程度

しか減っていない。

　猫の場合は猫同士が飼い主の知らぬ間に交尾し

て、子猫が自然に増えてしまう問題がある。野外

にいる猫をどうするかが大きな課題だ。

　長野県上田市の「東前山ネコの会」（藤極ゆき

え代表）は野良猫に不妊・去勢手術を施すボラン

ティア活動を続けている。昨年から本格的に始

め、これまで約20匹に手術を施した。費用は月

切り抜きニュース
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1000円の会費と募金で賄う。手術の費用は、通常

は雄で約１万5000 ～ 2万円、雌で約₂万～₃万円

かかるが、保護に熱心な地元の動物病院が、雄、

雌とも特別に5000円で実施し、活動に協力してい

る。会員は₃人だけだが、捨て猫を自宅で飼う藤

極代表は「人数は少なくてもできる」と他地域へ

の広がりを期待する。

●法律に飼い主責任

　改正動物愛護管理法には、飼い主に対し、動物

が命を終えるまで適切に飼育する「終生飼養」が

明記された。虐待の対象範囲が広がり、不衛生な

場所で飼ったり、病気やけがの状態で放置したり

することも虐待とみなされる。罰則も強化され、

罰金は、以前は「100万円以下」だったものが「200

万円以下」に、「懲役１年以下」が、「同２年以下」

になった。兵庫県警察本部は今月６日から虐待事

例の連絡や相談に応じる「アニマルポリス・ホッ

トライン」（☎078・371・8974）を始めた。動物

の保護活動などを行う市民団体「地球生物会議」

（東京都文京区、☎03・5978・6272）は「改正の

あとも虐待がある」と虐待例や不適切な販売など

に関する情報提供を呼びかけている。

 【小島正美、写真も】

＜改正動物愛護管理法の主な内容＞

①飼い主に終生、飼い養う責務を明記

②自治体は引き取りを拒否できるように

なった

③飼い主は飼えなくなったら、新たな譲

渡先を見つける努力をする

④販売業者に動物の健康安全計画の策定

を義務化

⑤販売業者に販売時の対面説明を義務化

⑥生後56日（当面₃年間は45日）未満の

犬・猫の販売禁止

⑦虐待や遺棄に対しての罰則を強化

 毎日新聞　１月2０日

ペットにまつわる節約（後編）
作ろう !! ペット仲間

" 吉本芸人ナンバーワンの節約家 " と噂のユウキ

ロックが、自ら考案した節約術を披露するこの

コーナー。今週は「ペットにまつわる節約　後編」

です。

初回割引使って安くトリミング

【トリミングを安くする方法】

　僕の愛犬・パンク（ポメラニアン＝₃歳）のト

リミングをしてもらうショップ探しをしていた際

に見つけた裏ワザです。

しっぽを下げたまま、手渡しで餌をもらう犬。飼い主を
募集している＝千葉県船橋市動物愛護指導センターで
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　決めるまで₅軒ほど回ったのですが、そのほと

んどのショップで「初回割引」がありました。そ

のショップを知ってもらい通ってもらうために、

多くの店が初回だけ安く設定しているのです。

　ということは…。毎回行くショップを変えれば

「初回割引」ということ。しかも店側も「絶対常

連になってほしい」と思っています。腕のいいト

リマーが担当するはず。人懐っこいペットならこ

の方法も検討の余地ありでしょう。

【ペット用品はネット通販一択！】

　今はペット用品もネットが安いです。僕は犬の

ケージもトイレシートも、ノミ・ダニ駆除薬「フ

ロントライン」もネットで購入しました。さらに

ネットで購入する時は「まとめ買い」「業務用」

がベスト。やはり多く買うほど安くなります。「フ

ロントライン」などの薬も使用期限を明記してい

るショップなら安心です。

　トイレシートやペットフードは必ずいる物。さ

らに家まで持ってきてくれます。しかし、困るの

が置き場所でしょう。そういう時はペット仲間と

シェアすると便利です。

【ペット仲間のメリット】

　トイレシートはいいとして、フードには賞味期

限があります。期限切れの物をペットに食べさせ

たくありません。そこでペット仲間がいれば、分

け合うことで解決します。

　毎回折半するのが面倒なら、１回ごとに交代で

支払えばいいのです。支払った方の家を届け先に

して、もう一方が取りに行くかたちにすれば、変

なもめ事も起こらないと思います。

　また短期間家を空ける場合、ペットホテルに預

けるのなら仲間に頼みましょう。その分、ペット

ホテル代が浮きます。そのお金で仲間にご飯でも

ごちそうすれば問題なし。もちろん、仲間のペッ

トも預かりましょうね。

【リードを買うときは】

　ペット用品のなかでも僕の経験上、思いのほか

高く感じたのがリードでした。最初はこだわって

ブランド物の ｢ 首輪 ｣ を購入、しかし、パンクは

勢いがすごく、首が絞まっても〝前へ前へ〟…。

そして「オエオエ」言うのです。

　かわいそうなので胴輪を買い、普段の散歩はこ

ちらを利用。ただ、広い公園に行くともっと走り

たがります。そこで₈㍍も伸びるコードタイプの

リードをつい〝親心〟で買っちゃいました。結果、

家には３つのリードがあります。

　そこで教訓。「まず標準的なものを買ってから、

凝った商品を買ったほうが損をしない」

　リードとはいえ、ファッションアイテムでもあ

ります。僕もおしゃれ系のペット用品店に行きま

したが、結局「使い勝手が悪い」「愛犬がいやがる」

ということも。リードもまずベタなものをネット

で安く購入してから、ペットの好みを知り、それ

からおしゃれに走った方がリスクが少ないと思い

ます。

200円でエリザベスカラー自作

【エリザベス・カラーは自分で作れ !】

　ケガなどをしたときに、ペットに患部を触れさ

せないよう、首に装着する「エリザベス・カラー」。

これ、2000円弱ぐらいするんです。

　先日、パンクの目の下にできものができまし

た。どうやらばい菌が入ったようで、病院で塗り

薬をもらったのですが、塗ると前足で全部取って

しまう…。仕方なくエリザベス・カラーを買いに

行きましたが、高い！そして値段以上に、プラス

チックが首に食い込んで痛そうに感じます。

　ならば自分で作ろうと100円ショップに行き、

シャンプーハットと両面テープでつけられるマ

ジックテープを買ってきて作製。首に負担のない

ものができました。

　作り方は「シャンプーハットを切って首に合わ

せて巻く」「余分な部分を切って接合部分に両面

マジックテープを張る」。これだけ。費用もたっ

た200円です。

　ペットのサイズにもよりますが、覚えておいて

損はないですよ。

 東京スポーツ　₂月₅日
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平成２５年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成26年₃月2０日現在）

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

₅月19日㈰

南第一支部・南第二支部
　「僧帽弁閉鎖不全症の内科治療の限界と外科
治療の可能性」
　日本大学　上地正美　先生
　（さいたま市　埼玉会館)

₆月15日㈯
　～16日㈰

第８6回獣医麻酔外科学会／第9８回日本獣医循環器学会／第53回日本獣医画像診断学会
2０13春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₈月25日㈰

北支部・八日会
　「より安全で痛みのない獣医療を目指して伴
侶動物の麻酔モニタリングと麻酔中の呼吸循
環系異常に対する対応」
　酪農学園大学　山下和人　先生
　（熊谷市　熊谷文化創造館さくらめいと）

₉月₈日㈰ 平成25年度　関東・東京合同地区獣医師大会（群馬）獣医学術関東・東京合同地区学会
（群馬県渋川市　ホテル木暮）

₉月15日㈰

東支部
　「明日からの眼科診療に役立つシリーズ  犬
種別眼科疾患：プードル・ヨークシャテリア」
　どうぶつ眼科eye vet　小林一郎　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

1０月13日㈰
東支部
　「あなたは運動器疾患をどこまで診断できますか？」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

1０月2０日㈰

北支部・八日会
　「より安全で痛みのない獣医療を目指して
犬猫の心肺蘇生ガイドライン～RECOVER～」
　酪農学園大学　山下和人　先生
　（熊谷市　熊谷文化創造館さくらめいと）

11月₃日（日・祝）

東支部
　「皮膚病が治らない！どうしたら治るか考えてみよう」
　アジア獣医皮膚科専門医  村山信雄　先生
　 （春日部市　春日部市商工振興センター　ア

クシス春日部）

11月₈日㈮

北支部・八日会ほか畜産関係団体
　「牛白血病ウイルス（BLV）感
染症の現状と対策」
　北海道大学　今内覚　先生
　（本庄市　早稲田リサーチパー
クコミュニケーションセンター）

11月1７日㈰
南第一支部・南第二支部
　「よくある細胞診の見方と考え方」
　日本獣医生命科学大学　呰上大吾　先生
　（さいたま市　さいたま共済会館）

11月2４日㈰
さいたま市支部
　「犬の慢性肝炎の診断と治療」
　日本大学　坂井学　先生
　（さいたま市　With You さいたま）

11月2４日㈰
西支部
　「眼科疾患における点眼薬の使い方」
　くにたち動物病院　遠藤雅則　先生
　（川越市　南文化会館）

12月₁日㈰

北支部・八日会
　「ふらつきや背部痛のある動物を、どう診断
し、どう治療するか？」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（本庄市　本庄市児玉文化会館セルディ）

12月12日㈭

平成25年度
　「狂犬病予防対策に関する講習会」
　国立感染症研究所獣医科学部室長　井上智　先生
　狂犬病臨床研究会会長　佐藤克　先生
　（さいたま市　大宮法科大学院大学）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

12月15日㈰
西支部
　「猫の腫瘍の化学療法」
　麻布大学　川村裕子　先生
　（川越市　南文化会館）

12月2０日㈮
農林支部
平成25年度
埼玉県家畜保健衛生業績発表会

（さいたま市　埼玉会館）

平成26年
₁月13日(月・祝)

さいたま市支部
　「リハビリテーションってどうなの？～何を
どのようにして行うか最新知見を交えて～」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（さいたま市　With You さいたま）

１月19日㈰

北支部・八日会
　「乳房炎コントロールの次のス
テップ」
　秩父分会　三好志朗　先生

（深谷市　埼玉グランドホテル
深谷）

₂月21日㈮
　～23日㈰

平成25年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（千葉）
（千葉市　幕張メッセ（国際会議場））

₂月
農林支部
　関東甲信越家保業績発表会（₇日）
　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₃月23日㈰

西支部
　「内分泌を極める　糖尿病疾患の診断と治療
のアップデート」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　南文化会館）

広告
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₂月21日～23日　平成25年度日本獣医師会獣医学

術年次大会（千葉）（千葉県千葉市　

幕張メッセ、アパホテル＆リゾート東

京ベイ幕張）

₂月26日　平成26年度集合狂犬病予防注射関係資

材売買契約会（さいたま市　埼玉県農

業共済会館）

₃月₃日　平成25年度文部科学省委託事業「成長

分野等における中核的専門人材養成の

戦略的推進事業」成果報告会（東京都

渋谷区　渋谷シダックスホール）

₃月₄日　日本獣医師会第13回総務委員会（東京

都港区　日本獣医師会）

₃月₄日　平成25年度畜産部門成果発表会並びに

講演会（熊谷市　埼玉県農林総合研究

センター）

₃月₆日　平成25年度関東・東京合同地区獣医師

会連合会第₃回理事会（群馬県高崎市

ホテルメトロポリタン高崎）

₃月12日　第₄回狂犬病予防委員会・第₂回班長

会議（さいたま市　大宮ラフォーレ清

水園）

₃月19日　第₄回総務委員会（さいたま市　埼玉

県農業共済会館）

₃月2０日　（学）シモゾノ学園大宮国際動物専門

学校卒業式（さいたま市　パレスホテ

ル大宮）

₃月23日　西支部学術講習会（川越市　南文化会

館）

₃月2４日　埼玉県オーエスキー病防疫協議会（さ

いたま市　埼玉会館）

₃月26日　第₅回理事会・第₆回理事会（さいた

ま市　埼玉県農業共済会館）

₄月2０日　平成26年度第₁回関東・東京合同地区

獣医師会理事会・幹事会（山梨県甲府

市　ニュー芙蓉）

₅月₁日　（予定）埼玉県獣医師会監事監査（さ

いたま市　埼玉県農業共済会館）

₆月11日　（予定）埼玉県獣医師会第66回定時総

会（さいたま市　大宮ラフォーレ清水

園）

₇月13日　平成26年度第₂回関東・東京合同地区

獣医師会理事会・幹事会（山梨県甲府

市　ニュー芙蓉）

₉月₇日　平成26年度関東・東京合同地区獣医師

大会（山梨）（山梨県中巨摩郡庄和町

アピオ）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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　梅の蕾が見えたと思ったらすぐに花が咲き寒
い！寒い！と言っているうちに四月も目の前。
世間では新入学、新入社員、転勤の時期だが、
我々開業獣医師は桜の花びらが舞う公民館や公
園、神社での狂犬病の集合注射。県、市町村、
獣医師会の皆さんのご協力で今年も無事に終
わって欲しい。
　オリンピック、パラリンピックともに大成功
だったが、クリミア半島をロシアが併合してＧ
₈がＧ₇に変わって対立が深まり、また冷戦勃
発か？やっと景気が上向いて来たのに大丈夫
か？不安である。
　さて、春の高校野球も始まり、プロ野球では
ケネディ駐日米国大使が始球式をするという
ニュースもあり楽しみだ。サッカーも始まった。
我が県の浦和レッズのサポーターはどうした？
無観客試合という裁定が下ったがやむを得ない
だろう。これを機会に二度と起こさないよう、
また社会にしっかりと浸透するよう、メディア
も推し進めて欲しいと期待したい。日本は他の
国に比べ人種差別、ドーピングなどのアンフェ
アーな行動はあまりないと思っていた、フーリ
ガン等の海外の行動をまねる様になって来たの
か？試合中はどれだけ敵視していても終われば
お互いを称え合う、日本の美しい文化を皆で持
ち続けたいものである。
　₃月初めの新聞に、震災から約₃年が経ち、
瓦礫の処理作業が済んだ田んぼを元の水田に戻
せるか？そして、また東北のおいしい米を作れ
るかどうか、今後試行錯誤を繰り返さなければ
いけないとの記事があった。復興している農地
は東北三県で福島県25％、岩手県31％、宮城県
6７％だそうだ。15年ほど前になるだろうか、小
生もたまたま４5０坪の田んぼを一年間だけ休ま
せた事がある。雑草の生える時期は月に一度は
トラクターで土をかき回したが、その後の収量
の確保や検査に合格するまで数年を要した。東
北ではそれに加えて終わりのない原発だ、風化
させずに支援し続けなければいけない。
　₂月21日に日本獣医師会の年次大会が千葉県

獣医師会が担当し、幕張メッセで開催された。
本県からの発表はなかったが、今年は台湾で発
生した狂犬病から被災動物救護活動、千葉県ら
しく水族館の問題、米国の大学に於いて、産業
動物での博士号を取得した苦労話、豚眼のウ
エットラボ、脊椎のドライラボなど等、広範囲
で非常に興味深い年次大会だった。　　
　本県から参加された役員並びに農場管理獣医
師協会の先生方大変ご苦労様でした。来年は岡
山です。多くの会員の参加をお願いします。
　今年度は埼玉県獣医師会が公益社団法人とし
て知事から認定された記念すべき年でありま
す。会長を始めとして事務局や関係者の方々に
は大変ご苦労様でした。また、本年度は公益社
団法人の冠が付いたため、改めて狂犬病集合注
射の市町村との契約締結を行ったが、窓口と
なった班長さんや多くの会員さんには市町村と
の橋渡しをして戴き誠にありがとうございまし
た。
　それらを踏まえて、より市町村との連携を深
めて行くために₂月₆日に新春懇談会を開催
し、第一部では藏内日本獣医師会会長に「獣医
師会の目指すべき方向について」、また辻本東
京大学大学院教授には臨床家の先生方に向けて

「症例と飼い主の為の大学動物医療センターの
活用」についての講演を戴き、また第二部では
市町村や政財界の皆様方に県獣医師会や会員の
活動をより深くご理解戴きました。この様な機
会を通じて、今まで以上にコミュニケーション
を深めるとともに、県民の安全安心に我々の活
動が深く係わっていることを理解して頂く、良
い機会であったと考えています。参加された会
員の皆さん並びに関係者の皆さんのご理解とご
協力に深く感謝申し上げます。
　日本獣医師会雑誌の₃月号「論説」の欄に髙
橋会長が投稿されております。全国獣医師会会
長会議常設議長として最初に就任された髙橋会
長の決意が込められておりますので、会員の皆
様には、是非ご一読頂くようお願いします。　
 （不動）

編　集　後　記



広告





広告

広告




